
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児クラスの夏野菜の収穫の様子をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

園だより  ８がつ 

みなみ  
みなみ令 和 ７ 年 ８ 月 １ 日 

目黒区立南保育園園長  

  

 

今月の行事予定 

 

身体計測、避難訓練 全園児 

 

 プール閉い 幼児クラス 

 

つぶやき （４歳児クラス） 

・３連休明けの朝 

子ども 「飛行機の中でトマトゼリー見たよ」 

保育士 「トマトゼリー？」 

子ども 「違うよ、猫とねずみの」 

保育士 「あ、トムとジェリーね」 

 

 
運動会を行います 

 

＊２，３，４，５歳児クラスが参加です。 

（２歳児クラスは保護者と一緒に参加です） 

＊０，１歳児クラスは自由参加です。 

・詳しくは９月上旬にお知らせします。 

 蝉も元気をなくすくらい今年の夏は昨年よりも暑く感じます。暑さが厳しすぎてプールや水遊びをどうして

も制限することがありますが、プールに入れた時には「うわー最高」「水が冷たくて気持ちいいー」と大興奮でダ

イナミックに水しぶきをあげています。５歳児クラスはプールが始まる前に一人ひとり達成したい目標をたてま

した。水が苦手ですが「カニ歩きができるようになりたい」と目標をたてた子がいました。プールが始まった頃

は顔に水がかからないようにそーっとそーっと動いていましたが、今では飛び込むことができるようになり、

「カニ歩きができるようになったら、イルカみたいにジャンプもできるようになったね」と言うと、「イルカジャン

プもできるようになったんだ」とできるようになったことが嬉しく、楽しくて仕方がない様子です。何がきっか

けになるかは一人ひとり違いますが、「大事なきっかけ」を次のステップへとつなげてあげられるように気持ち

を向けて関りたいと思います。 

 子どもたちと一緒に植えた夏野菜が畑で大きく育っています。３歳児クラスの子どもたちは先日オクラの収穫

をしました。「ここにもあるよ」「こっちのはおおきい」など言いながら、葉っぱの中に隠れている実を探していま

す。保育士と一緒にはさみで茎を切って収穫すると、「みて。おおきいのがとれた」「においがする。オクラのにお

い」と、自分たちの手のひらよりも大きなオクラを嬉しそうに観察したり、友達と一緒に見せ合ったりしていまし

た。調理室に届けに行くと、「オクラ、おねがいします」と大きな声で調理師にお願いをしていました。給食の時、

お皿の中を見て「でんでんさんがとったオクラだ」「おいしい」と嬉しそうに食べる姿がありました。自分たちで収

穫した野菜はさらにおいしく感じるのか、普段よりもよく食べていました。 

夏野菜の後は土づくりを子どもたちと行い、次は冬野菜を育てていく予定です。野菜の栽培や収穫を通して、

今後も食への興味関心を広げていきたいと思います。 



       乳児クラスの夏遊びの様子をお知らせします 

０歳児クラス ありんこ組  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1歳児クラス てんとうむし組  

 

2歳児クラス みつばち組  自然物を使い色水遊びを楽しんでいます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「これは、なんだろう」と興味を示して 

浮いているおもちゃに手を伸ばします。 

。

春からテラスで育てた朝顔や 

インゲンの葉を摘まんで、色水遊び 

が始まります。 

 

 

 
 

 

バケツに入れた水をバシャー

ンと足にかけています。 

 

繰り返し柄杓で水をすくってバ

ケツがいっぱいになるまで移し

替えています。 

上から落ちる水をつかもうとし

て手がだんだんバケツに近づ

いています。 

水に手を入れたり足にかけたりして冷たい水の感触を楽しんでいます。 

水に興味を示して手を入れてみたり、水面を叩いて水の感触を楽しんでいます。 

 

思わず伸ばしてみたら冷たさが気持ち良

くて、ずっと水に触れていました。 

水に興味を示して手を叩いたり、水面を叩いたりして水の感触を楽しんでいます。 

 

 

力を入れてモミモミする

と「色がかわってきたー」 

「むらさきいろだ」 

できた色水は透明なカップや 

ペットボトルに入れます。 

「ぶどうジュースができたよ」 

力を入れてモミモミすると 

「色がかわってきたー」 

「むらさきいろだ」 


